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概要

 

 人口減少や高齢化、地域の担い手不足が進む中、甚大な被害が想定される南海トラフ地震、豪

雨等の大規模災害に備え、東日本大震災や西日本豪雨災害といった過去の大規模災害の被災者や

支援者から直接話を聞き、その知見や教訓を本市の地域住民、学生、支援者が「対話」で紡ぎ、

新たな連携・協働を創出する。 

 今回は、市内全域を対象とした訓練に加え、地震・津波災害を想定した取組の重点地区を内陸 

部の亀川地区とし、地元中学生や高校生、大学生等の地域の将来を担う若い世代と、自治会・自 

主防災組織、消防団、防災士等の地域関係者、企業等の支援者による避難所設置訓練や、高齢者、

障害者、妊産婦、乳幼児等に配慮した避難所運営について検討する「考える訓練」を実施。 

加えて、小学生を対象とした福祉防災学習や、市内全域の自治会・自主防災組織を対象とした

防災研修会を実施し、被災後も持続可能な地域づくりを目指し、将来に向けた地域連携の促進や

新たな担い手の育成、地域防災力の強化を図る。 

 

地域の概要（特性・課題） 

 本市は、西側に紀伊水道を臨んでおり、最大規模の被害が想定されている南海トラフ巨大地震

においては、最大８mの津波高、平均津波６mが予想され、死者４千人、建物全半壊率58％の甚

大な被害が想定されている。 

「地震・津波災害を想定した取組」の重点地区として今回訓練を実施する「亀川地区」は、南

海トラフ地震における津波浸水想定区域外に位置しており、緊急輸送道路である阪和自動車道の

海南東ICが近いことや、県庁所在地の和歌山市に通じる県道136号線により、利便性が良く、避

難者や支援者を受け入れるのに適した地域である。 

また、同地区には、小・中学校や公民館の市指定避難所、要配慮者を受け入れる市指定福祉避

難所があり、災害対策本部及び復旧・復興拠点でもある海南市役所、本市の災害時の受援拠点で

ある海南市総合体育館や災害ボランティアセンターとなるわんぱく公園など、多くの防災上の重

要な公共施設が隣接している。 

 また、亀川地区の高齢化率は27.1％と本市全体よりも10.5％低く、他地域に比べ、比較的若い

世代や共働きの世帯が多い。災害発生時の初動段階、避難生活、復旧・復興において、被災者を

守るために非常に重要な役割をもつ地域であり、担い手の育成、関係者や支援者の連携強化な

ど、多様な視点から地域防災力の強化が求められている。 

 

２．地域の概要（特性・課題） 

 

1.3. 事業の目的 1.2. 地域の概要（特

性・課題） 

１．事業の趣旨 

 

1.3. 事業の目的 1.2. 地域

の概要（特性・課題） 
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世代や立場を超えて、それぞれの視点を持ち寄り、研修会を通じて、一緒に「より良い被災者

支援」を考えることで、被災後も持続可能な地域づくりを目指し、将来に向けた地域連携の促進

や新たな担い手の育成、地域防災力の強化を図ることを目的とする。 

 

          教育・啓発、訓練により、関係者を対話で紡ぐ取組 

 

 

 

 

 

 

３．事業の目的 

 

1.4. 事業の実施体制

1.3. 事業の目的 

４．事業の実施体制 

 

1.4. 事業の実施体制 
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重点地区（亀川地区）防災訓練 事前研修会 

 

11 月 12 日に実施する重点地区防災訓練で、グループワークのファシリテーターとして参加す

る県立海南高校生、市内在住の防災士の皆さんを対象に事前研修会を実施しました。 

 

日時：令和５年10月26日（木）午後５時00分～ 

会場：海南市役所 会議室３A 

参加者：県立海南高等学校生徒 22 人 

    防災士 6 人 

内容：１．訓練説明（内容・役割について） 

   ２．段ボールベッド、ワンタッチパーテーションの組み立て 

   ３．グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．概要 

 

1.3. 事業の目的 1.2. 地域

の概要（特性・課題） 
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重点地区（亀川地区）防災訓練 

 

 

訓練では、東日本大震災発災時、岩手県釜石市立釜石東中学校 3 年生で、「釜石の奇跡」と言

われる津波災害からの避難を経験された菊池のどか氏の講話をはじめ、中学生を対象とした防災

ブース体験、地域関係者と中学生・高校生等による避難所設置訓練、避難所運営等についてのグ

ループワークを実施し、南海トラフ地震に備え、連携の強化と地域防災力の促進を図りました。 

 

日時：令和５年11月12日（日）午前９時00分～ 

会場：海南市立亀川中学校（海南市且来 990）、福祉避難所等 

内容：【午前の部】 

    〇講話 菊池のどか氏 

「南海トラフ地震に向けて学生ができること～東日本大震災の経験を通じて～」 

    〇防災ブース体験 ・消防資機材の説明、消火体験 

・要配慮者避難誘導体験 

・新聞紙スリッパ作成体験 

・非常用トイレ作成体験 

【午後の部】 

〇講話 菊池のどか氏「地域と学生の連携について」 

〇災害関連死を防ぐための避難所設置訓練 

  ①段ボールベッドの組み立て 

  ②仮設トイレスペースの設置 

  ③更衣室、授乳スペースの確保 

〇学生と地域関係者によるグループワーク 

参加者：【午前の部】 237 人 

内訳）亀川中学校生徒（180 人）、消防団亀川分団（6 人）、県立海南高等学校生徒（22 

人）、海南市社会福祉協議会（5 人）、株式会社サンコー（3 人）、海南市ボランテ 

ィア連絡協議会（20 人）、和歌山県海草振興局（1 人） 

【午後の部】 講話参加者  261 人（訓練、グループワーク参加者   138 人） 

内訳）亀川中学校生徒（180 人）、亀川地区自治会・自主防災会（36 人）、婦人消防隊 

（5 人）、亀川公民館（2 人）、県立海南高等学校（22 人）、防災士（6 人）、株式会 

社サンコー（3 人）、市内郵便局（３人）、海南市社会福祉協議会（３人）、和歌山 

県海草振興局（1 人） 

１．概要 

 

2.1.概要 
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【午前の部】 

 

菊池のどか氏を講師に迎え、「南海トラフ地震に向けて学生ができること～東日本大震災の経

験を通じて～」をテーマに、亀川中学校生徒に対し講話いただきました。 

 

菊池 のどか 氏 
1995 年生まれ。岩手県釜石市出身。釜石市立釜石東中学校 3 年生当時、東 

日本大震災が起こり津波災害からの避難を経験。被災後は語り部活動を始 

めるが、語ることに違和感を持ち、一度防災から離れ、地域文化の保存や 

植生学、地理学等の環境分野について学んだ。 

大学卒業後、かまいし DMC に入社し、いのちをつなぐ未来館で、震災時 

の経験のガイドや防災に関する展示を製作する職に就き、現在はフリーラ 

ンスとして語り部や観光ガイドを行っている。 

 

 

 

 

 

 

２．訓練の様子 

 

2.2.実施風景 
2.1 講話 

 

2.2.1.グループワーク ①段

ボールベッドの組み立て体

験 

▶講話の様子 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 
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地元の消防団や高校生、企業、社会福祉協議会が講師となり、中学生が体験をしながら防災に

ついて学ぶ取組を行いました。同じ地域に暮らす大人から子どもたちに伝えることにより、地域

連携の促進や次世代に向けての新たな担い手の育成を図りました。 

 

①消防団亀川分団：消防資機材の説明、消火体験 
 

 

 

 

 

②海南市社会福祉協議会：要配慮者避難誘導体験 

 

 

 

 

 

 

 

③株式会社サンコー：非常用トイレ作成体験 

 

 

 

 

④県立海南高校生：新聞紙スリッパ作成体験 

 

 

 

 

2.2 防災ブース体験 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 
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災害時の避難生活において、食事は栄養バランスがよい温かいもの、アレルギーに配慮したもの

が必要であり、支援物資だけでは栄養バランスが偏ることや、支援が入らない等の問題が想定され

ます。今回の訓練では、そうした課題を想定した取組として、海南市ボランティア連絡協議会との

連携により、炊き出し訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 炊き出し訓練 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 
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【午後の部】 

 

菊池のどか氏より、「地域と学生の連携」をテーマに講話いただきました。 

 

 

 

2016 年に発生した熊本地震では、災害関連死が 221 人にのぼり、地震による直接的な死者の

4 倍超だったことから、避難生活の環境を改善する取り組みが求められています。 

今回の訓練では、「災害関連死」を防ぐための取り組みとして以下の内容を実施しました。 

 

①段ボールベッド、ワンタッチパーテーションの設置 

体育館の床に雑魚寝では、低体温症、生活不活発病、肺炎などの危険性が高まることから、段

ボールベッドを設置し、エコノミークラス症候群対策に取り組みました。また同時にワンタッチ

パーテーションを設置することで、避難者のプライバシーの確保を図りました。 

 

 

 

 

2.4 講話 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 

2.5 災害関連死を防ぐための避難所設置訓練 

 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッ

ドの組み立て体験 
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②仮設トイレスペースの設置 

「トイレ」が不便だと被災者が水分の摂取を控え、エコノミークラス症候群や脱水症などを招

くことや、不衛生から感染症がまん延する恐れがあります。 

訓練では、生活用品の開発・製造・販売を手掛ける株式会社サンコーと連携し、災害用トイレ

スペースを設置しました。 

 

 

③更衣・授乳スペースの設置 

更衣室と授乳スペースを設置し、女性・子どもの安心の確保を図りました。 
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県立海南高校生がファシリテーター、防災士の皆さ

んがファシリテーター補助として参加いただき、地域

関係者と中学生が避難所運営等について考えるグルー

プワークを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

経過

時間 
災害発生～３日後 3日後～２週間後 2週間後～1か月後 

問
題
・
課
題 

・人が密集する 

・感染症対策 

・体調不良者への対応 

・プライバシーの確保 

・情報の入手方法 

・生活騒音 

・睡眠不足 

・ミルクやおむつの不足 

・要配慮者の生活空間の確保 

・ペットの扱い 

・熱中症による脱水症状（夏） 

・暖房器具、毛布の不足（冬） 

・避難場所の浸水（大雨） 

・衛生環境の悪化 

・要配慮者への支援 

・衛生環境の悪化 

・肉体的、精神的ストレス 

・運動不足、睡眠不足 

・情報発信手段の確保 

・家族の安否確認 

・生活ごみへの対応 

・貴重品の管理 

・衣類の洗濯ができない 

・お風呂に入れない 

・衛生環境の悪化による食中

毒の発生 

・生活リズムの違いによるス

トレス 

・栄養不足 

・子供たちの学習環境の確保 

・生活再建に向けての不安 

・要配慮者への支援 

・持病がある人が治療を受け

れない 

2.6 グループワーク 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 
～課題①～ 

あなたとグループのメンバーが避難所運営協力者に任命されました。今後１か月間、避難所全

体でどんな問題や課題が出てくるか考えてください。配慮が必要な避難者として、乳幼児・幼

稚園児・小学生・足が悪い高齢の男性・車いすの女性がいます。 

 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッドの組み立て体験 【グループワークで出された主な意見】 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッドの組み立て体験 
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【グループワークで出された主な意見】 
・役割分担をする         ・他人のプライバシーを侵害しない 

・お互いの生活空間を尊重する   ・コミュニケーションを大切にする 

・他人のことを考えて行動する   ・自分の所持品は各自で管理する 

・ゴミを減らす          ・禁酒・禁煙 

・嫌なことを言い合える関係を作る ・何事も協力し合う 

・要配慮者を支援する       ・報告・連絡・相談 

・共有スペースはきれいに保つ   ・リーダー制を導入する 

・運動の時間を作る        ・健康状態により避難スペースを分ける 

 

 

 
防災活動（例：非常持出品の準備を啓発する） 

災害時に役立つ取り組み 

（例：あいさつをする、祭りに参加する） 

高

校

生 

・避難場所、避難経路の確認 

・避難が難しい人の把握 

・危険な物や壁等を撤去する 

・ハザードマップの確認 

・家具の固定 

・自宅周辺の掃除 

・地域の行事に参加する 

・遊びに行くときは家族に言っておく 

・近所の人とコミュニケーションを取る 

・ボランティア活動に参加する 

・身体が不自由な人への理解を深める 

大

人 

・要介助者の把握 

・避難した後の連絡方法の共有 

・電気自動車など自家発電設備の保有者の把握 

・安否確認のルールの取り決め 

・防災倉庫の中身の把握 

・家具の固定 

・ハザードマップの確認 

・避難場所、避難経路の確認 

・防災訓練の実施 

・各世帯の家族構成の把握 

・近所同士コミュニケーションをとる 

・地区でライングループ等を作成する 

・普段の会話の中に防災の話題をいれる 

・地域の資源（井戸等）を知っておく 

・地域の行事に参加する 

 

中

学

生 

・食料品の準備 

・避難場所、避難経路の確認 

・ハザードマップの確認、避難地図の作成 

・防災に関する勉強会の実施 

・家具の固定 

・災害時の避難場所を決めておく 

・防災訓練への参加 

・近所の人と顔見知りになる 

・地域の行事に参加する 

・小さい子どもたちとコミュニケーションを取

っておく 

～課題②～ 

より良い避難生活を送るために絶対に必要な３つのルールを考えてください。 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッドの組み立て体験 

～課題③～ 

いざというときに備え、普段から地域の中でできることを考えてください。 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッドの組み立て体験 
【グループワークで出された主な意見】 

2.2.1.グループワーク ①段ボールベッドの組み立て体験 
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中学生が発表者となり、各グループで話し合った内容を全体で共有しました。 

 

 

菊池氏 

「このように普段から地域の皆さんが顔見知りの関係を築いておくことは、いざという時のた 

めにとても大切なことだと思います。今日をきっかけに、災害に対して何を準備しなければい 

けないのか、自分や大切な人の命を守るために、日頃から備えるということに目を向けていた 

だければと思います。」 

 

中学生 

「実際に地震や津波を経験された菊池さんのお話を聞くことができ、当時の状況や困難だったこ

と、何を感じていたかなど、よく知ることができました。また、高校生や地域の皆さんと話し

合いをしていく中で、たくさんの課題やこれからできることを見つけることができたので、そ

れらのことを今後の生活で活かしていきたいです。」 

 

2.7 グループワーク発表 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 

2.8 感想発表 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 
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問１ 性別                  問２ 年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 菊池のどか氏の講話はいかがでしたか。   問４ 避難所設置訓練（段ボールベッド、 

ワンタッチパーテーションの組み立て）の内容 

はいかがでしたか。（１つ選択） 

  

 

 

問５ 学生とのグループワークはいかがでしたか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●男 31 

●女 10 

●30 代 1 

●40 代 2 

●50 代 9 

●60 代 16 

●70 代以上 13 

●とても良い 30 

●良い 8 

●普通 3 

やや悪い 0 

悪い 0 

●とても良い 30 

●良い 9 

●普通 2 

やや悪い 0 

悪い 0 

●とても良い 31 

●良い 10 

普通 0 

やや悪い 0 

悪い 0 

３．アンケート（地域関係者） 

 

2.1.概要 
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問１ 性別                   問２ 防災ブース体験はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

問３ 菊池のどか氏の講話はいかがでしたか。    問４ 避難所設置訓練（段ボールベッド、 

                      タッチパーテーションの組み立て）の内容は 

いかがでしたか。 

 

 

 

問５ 高校生や地域の大人とのグループワークはいかがでしたか。 

 

 

〈主な感想＞ 

・実際に被災された菊池さんの話を聞けたことは貴重な経験になった。 

・菊池さんの話では、当時の状況や困難だったこと、何を感じているかお話しいただき、災害に対する

理解が深まった。 

・災害に備えるために事前準備の大切さを改めて実感した。 

・色んな世代の方々の意見も聞けていい経験になった。 

 

●男 27 

●女 21 

●その他 1 

●とても良い 31 

●良い 14 

●普通 4 

やや悪い 0 

悪い 0 

●とても良い 34 

●良い 11 

●普通 4 

やや悪い 0 

悪い 0 

●とても良い 30 

●良い 15 

●普通 4 

やや悪い 0 

悪い 0 

●とても良い 33 

●良い 13 

●普通 3 

やや悪い 0 

悪い 0 

４．アンケート（中学生） 

 

2.1.概要 
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福祉避難所における訓練 

 

 

亀川地区民生委員児童委員、作業所ボランチ、地域密着型介護老人福祉施設さくらホームと連携

し、避難行動要支援者名簿を活用した避難支援や、福祉避難所への移送手順の確認、段ボールベッ

ド等の組み立てを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

１．概要 

 

2.1.概要 

2．実施風景 

 

2.1.概要 
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亀川小学校防災学習 

 

 

兵庫県の震災・学校支援チーム（EARTH）より講師を招き、阪神・淡路大震災や地震発生時に

取るべき行動、日ごろからの備えについて授業を実施。また、海南市と海南市社会福祉協議会に

より、アイマスク体験や段ボールベッドの組み立て体験を行いました。 

 

日時：令和５年11月20日（月）13：50～15：25 

講師：震災・学校支援チーム 服部  征司氏（神戸市立舞子小学校） 

  震災・学校支援チーム 小城 宗一朗氏（神戸市立有瀬小学校） 

   海南市社会福祉協議会職員 

   海南市危機管理課職員 

対象：亀川小学校 5 年生児童   77 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶社会福祉協議会から「災害時のボランティア 

活動」について説明 

１．概要 

 

2.1.概要 

2．実施風景 

 

2.1.概要 

▶EARTH 員による授業 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 
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市民一斉防災訓練 

 

南海トラフ地震に備え、全市民対象にシェイクアウト訓練を実施するとともに、津波浸水区域

内では津波避難訓練、津波浸水区域外では安否確認訓練等を実施。 

 

日時：令和５年11月12日（日） 

想定：午前９時00分 南海トラフ地震発生 

   午前９時02分 大津波警報発表 

内容：〇シェイクアウト訓練 

〇津波避難訓練（沿岸部） 

〇安否確認訓練（内陸部） 

〇自宅・事業所内での確認（非常持出品、備蓄品、周辺の危険個所、家具類の転倒防止 

策、避難場所及び家族との連絡方法等） 

 

 

 

                          

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ：100 自治会・自主防災組織 

 

 

 

地区名 参加人数 

黒江・船尾地区 422 人 

日方地区 291 人 

内海地区 279 人 

冷水地区 174 人 

大野地区 75 人 

亀川地区 278 人 

下津地区 169 人 

大崎地区 354 人 

塩津地区 234 人 

合計 2276人 

１．概要 

 

2.1.概要 

2.1 津波避難訓練参加人数 

 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 

２．訓練結果 

 

2.2.実施風景 

2.2 安否確認訓練参加自治会数 

 

2.2.1.グループワーク ①段

ボールベッドの組み立て体

験 
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３．訓練ポスター、チラシ 

 

2.2.実施風景 
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＜藤白地区＞ 

               

 

 

＜塩津地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４．訓練の様子 

 

2.2.実施風景 
4.1 津波避難訓練 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 

▶高台の神社に避難 

2.2.1.グループ

ワーク  ①段ボ

ールベッドの組

み立て体験 

▶各自主防災会ごとに集合し、人数を集計 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 

▶津波の到来に備え防潮扉を閉鎖 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 

▶高台のお寺に避難し、安否を確認 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 
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塩津区防災会では、避難行動要支援者宅への声掛け

や、お寺の鐘を使った避難の呼びかけ、防潮扉の閉鎖、

津波避難場所での安否確認、無線通信、地区本部での情

報収集、避難所設置訓練などを実施しました。また、避

難所では、JR 西日本のカメラ AI を使用した避難者人数

確認の実証実験も行われ、訓練後には、防災会が企画し

た研修会や訓練の振り返りも実施しました。 

 

 

 

 

  

4.2 地区独自訓練 

2.2.1.グループワーク 

①段ボールベッドの組

み立て体験 

▶避難所設置訓練 ▶負傷者への対応訓練 

2.2.1.グループ

ワーク ①段ボー

ルベッドの組み

立て体験 

▶JR 西日本によるカメラ AI の実証実験 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 

▶炊き出し訓練の支援をする中学生 

2.2.1.グループワーク ①段ボール

ベッドの組み立て体験 
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防災研修会 

自治会・自主防災組織関係者を対象とし、講演動画の WEB 配信による防災研修会開催。 

 

 

講師：菊池 のどか  氏 

配信期間：令和５年８月 31 日～令和６年３月 31 日 

講演内容：いのちてんでんこ 

～東日本大震災の教訓を海南市に～ 

 

【視聴会】 

 日時：令和５年 11 月 25 日（土）午前 10 時～ 

場所：海南市役所 ３階会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．第１回防災研修会 

 

2.1.概要 
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講師：槙原 聡美  氏 

配信期間：令和５年 11 月 28 日～令和６年３月 31 日 

講演内容：西日本豪雨災害の教訓から学ぶこれから 

 

【視聴会】 

 日時：令和 6 年 1 月 13 日（土）午前 10 時～ 

場所：海南市役所 ３階会議室 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第２回防災研修会 

 

2.1.概要 



 

 

  



 

 

 

 

令和5年度 海南市地域防災活動支援事業 実績報告書（亀川地区） 

 

海南市 総務部 危機管理課 
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